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令和５年度

第３回 学校教育審議会

【議 題】
不登校対策パッケージの検証と

次期支援パッケージ

千葉市教育委員会

令和６年３月２６日（火）
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学校教育審議会の見通し

１ 諮問
本市の不登校対策について

・第一次不登校対策パッケージの現状と課題

・次期不登校対策パッケージを見据えて

２ 次期不登校対策パッケージの
策定に向けて（協議）

・新たな不登校児童生徒の居場所、学習支援など

３ 答申



3

不登校児童生徒とは・・・（文部科学省：定義）

何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的
要因・背景により、登校しないあるいはしたくと
もできない状況にあるために、年間30日以上欠席
した者のうち、病気(ケガ)や経済的な理由を除い
たもの

学校には行けないけど
元気で活動的

人間関係の構築が苦手

漠然とした不安

人目が気になる
外に出るのが怖い

同世代との関わりが苦手

得意・不得意が極端
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令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査：文科省

小・中学校における不登校の状況について（全国）
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千葉市の不登校児童生徒数(不登校率)推移
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千葉市の不登校対策

未然予防・早期発見・早期対応

不登校状態にならないための支援
初期段階での支援

不登校児童生徒に対する支援

実際に不登校になってしまった児童生徒への支援
居場所づくり・学習支援
専門家による支援・相談

不登校児童生徒に対する支援の基本的な考え方

一人一人の児童生徒のおかれた状況を踏まえ、
学校復帰を含めた、社会的自立を目指す



フリースクール等２１７名
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家庭
（個人）

心のケア
（居場所）

家庭訪問相談員・家庭訪問カウンセラー

センターグループ活動

教育セ・来所相談

ラ イ ト ポ ー ト
（教育支援センター）

教育相談指導教室（真砂中）

ステップルーム等（校内教育支援センター）別室（保健室）登校

サポセン・サポート事業

学習支援
（学力向上）

社
会
的
自
立
に
向
け
て

社会（集団）

学校（原籍校）

第一次不登校対策パッケージを踏まえた不登校児童生徒への支援

538人338人
313人

472人

74人

19人

116人

10人

令和４年度
不登校児童生徒数

１６３７人
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家庭訪問相談員・家庭訪問カウンセラー

家庭内にひきこもりがちな不登
校児童生徒や病気による長期欠
席の児童生徒のために、家庭を
訪問し、個々の状況に応じた教
育相談を実施し、心のケアを
行います。

公認心理師等が、家庭訪問し、児童
生徒だけでなく、保護者の悩みに対
して、カウンセリングをします。
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教育センターグループ活動

不登校の児童生徒たちの不安や悩みを相談活動を通して
解消し、学習のつまずきを補い、集団生活への適応力を
育て、社会的自立を支援します。1日2時間程度の学習。

【グループ活動・1日の流れ】

千葉市稲毛区轟町（第二養護学校の近く）
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中学生学習時間

グループ活動

幼稚園児童との交流

ジョイントキャンプ
キャンプファイヤー
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ライトポート （教育支援センター・各区1カ所設置）

教科の学習や体験的な活
動などを通して、学習の
つまずきを補い、集団生
活へとけこめるようにし、
学校生活への復帰や社会
的自立を支援します。
1日２時間の授業(学習)。

【ライトポート・1日の流れ】大森・朝日ケ丘・真砂西・千草台東・若松台・土気
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中学生・授業

ライトポート

小学生・授業

ジョイントフェスタ
出し物
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ステップルーム （校内教育支援センター）

様々な要因で教室に入れな
かったり、入りづらかった
りする児童生徒が、安心し
て自分に合ったペースで学
習・生活できる環境におい
て、きめ細かな相談支援や
個別の学習支援など、様々
な教育の機会が確保され、
社会的自立や教室復帰を目
指す場として設置される。

ステップルーム
ティーチャーの配置
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教育相談指導教室 （真砂中学校に設置）

心理的な要因による不登校
生徒の増加と多様化に対応
するため、「教育相談指導
教室」を設置し、個々の生
徒の状況に応じた相談指導
を行うことにより、人間関
係の改善と自我の確立を図
り、学校生活への適応及び
社会的自立を目指す。

通常の学級とほぼ同じ
学習形態（教育活動）
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今までの不登校児童生徒への支援（Ｓ５１～）

家庭訪問相談員（Ｈ７～）

来所相談（Ｓ５１～）

中学校グループ活動
（Ｓ６１～）

電話相談（Ｓ５１～）

教育センター

各区１カ所に設置（小学校）(Ｈ１４～)
大森・朝日ケ丘・真砂西・
千草台東・若松台・土気

ライトポート
（教育支援センター）

Ｓ６３～緑町中
↓(移設)

Ｈ２６～真砂中

教育相談指導教室
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家庭訪問相談員（Ｈ７～）

来所相談（Ｓ５１～）

中学校グループ活動
（Ｓ６１～）

電話相談（Ｓ５１～）

教育センター

各区１カ所に設置（小学校）(Ｈ１４～)
大森・朝日ケ丘・真砂西・
千草台東・若松台・土気

ライトポート
（教育支援センター）

Ｓ６３～緑町中
↓(移設)
Ｈ２６～真砂中

教育相談指導教室

不登校児童生徒支援の変化
（Ｈ２６～）

小学生の不登校児童数増加
（Ｈ２５：200人突破）

小学校部開設
（Ｒ４～）

小学校部
開設

(Ｈ２６～）
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文科省（R5.3.31）
「ＣＯＣＯＬＯプラン」
誰一人取り残されない
学びの保障に向けた

不登校対策

千葉市教育委員会

「誰一人
取り残さない教育」

を目指しています…



□フリースクール等との連携強化

○委託事業拡充【拡充】
○運営補助事業、活動費・通所費等助成事業【拡充】
学習図書の貸与、フリースクール等民間施設への運営補
助を行う。また、フリースクール等やライトポートにおけ
る活動費や通所費等を助成することで、経済的支援を行う。

□ステップルームティーチャーを活用した
登校支援【別室登校】

○ステップルームティチャーの配置【新規】
教室に入ることができない児童生徒に対して、学
習支援や相談支援を行う専任の指導員を配置する。
○校内支援センター（ステップルーム）の充実

□ライトポート機能拡充

○小学生に特化したライトポートの設置【拡充】
現在のライトポートは中学生が中心であるため、
小学生に特化したライトポートを設置し、きめ細
かい支援を目指す。
○スクールカウンセラーの配置【新規】
各ライトポートにカウンセラーを配置し、通級
児童生徒の精神的な安定と継続的な支援を行う。

□教育センターの相談機能拡充

〇スクールソーシャルワーカーの配置【拡充】
○教育相談支援員、来所相談カウンセラー、家庭訪問カウン
セラーの配置【新規】
相談内容が複雑化、深刻化してきているため、公
認心理師を雇用し、より専門的なカウンセリングを
実施する。

□教職員への啓発と研修の充実

○キャリアに合わせた研修の充実【拡充】
経験時研修で不登校関連の研修を計画する。ま
た、専門研修ではライトポートでの実習を行う等、
研修の体制づくりと教職員の資質向上を目指す

□スクールカウンセラーの機能強化

○スクールカウンセラーの配置時間拡充【拡充】
カウンセリングの件数を増やすことや教職員と
情報共有する時間を確保する。また、家庭訪問や
オンライン等、アウトリーチによる手厚い支援を
行う。

18

第一次不登校対策パッケージ 令和４～６年度



ライトポート機能拡充
スクールカウンセラー

の機能強化
教育センターの
相談機能拡充

ステップルーム
ティチャーを活用した
登校支援【別室登校】

教職員への啓発と
研修の充実

フリースクール等との
連携強化

＜Ｒ４＞
○小学校部設置
○ライトポート
専任カウンセラー
1名配置
(280時間/年/1所)

＜Ｒ５＞
○ライトポート
専任カウンセラー
２名配置
(120時間/年/2所)

＜Ｒ６＞
○ライトポート
専任カウンセラー
２名配置
(343時間/年/2所)

＜Ｒ４＞
○小学校
カウンセラー
37週⇒40週拡充

＜Ｒ５＞
○カウンセラー
大規模小学校

160時間⇒200時間

＜Ｒ６＞
○配置時間拡充
前年比1850時間増
小学校
120時間38校
150時間31校
190時間38校

高等学校
140時間⇒280時間

＜Ｒ４＞
○家庭訪問カウン
セラー２名配置

＜Ｒ５＞
○家庭訪問カウン
セラー４名配置
○来所相談カウン
セラー１名配置

＜Ｒ６＞
○家庭訪問カウン
セラー９名配置
○来所相談カウン
セラー１名配置

＜Ｒ４＞
○募集

＜Ｒ５＞
○４名配置
小学校 ２校
中学校 ２校

＜Ｒ６＞
○１０名配置
小学校 ６校
中学校 ４校

○各種研修の内容
検討、充実

○相談チャンネル

＜Ｒ６＞
○経年時研修にて
ﾗｲﾄﾎﾟｰﾄでの
体験実習実施

＜Ｒ４＞
○ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ方式
による委託事業

(１施設)
○ｶ゙ ｲﾄ゙ ﾗｲﾝの見直し
・周知

○学習図書の貸与
○運営補助事業
○活動費・通所費
助成事業

＜Ｒ６＞
○ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ方式
による委託事業

(２施設)
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第一次不登校対策パッケージ（Ｒ６年度に向けて）
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第一次不登校対策パッケージの成果

・ライトポート＆教育センターの機能拡充
→ 利用者数増加（特に小学生）

・スクールカウンセラー相談件数増加
（令和６年１月末現在 延べ ４５，５９２人）

・家庭訪問カウンセラー相談件数増加
(令和６年１月末現在 延べ ８８６人）

・ステップルームティーチャーの活用

パッケージ等を利用する児童生徒は増加
（学校内外で相談・指導を受けている児童生徒数）

令和３年度：1,546人 ⇒ 令和４年度：2,072人
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★施設利用者の急増
１ ライトポート利用者（６施設利用者総計）

※１施設：小：１０～１５名 中：２０名前後を想定して設置

６施設定員総計 １８０名前後

【Ｒ２】小： １０名 中：１１８名 計：１２８名
【Ｒ３】小： ３１名 中：１６８名 計：１９９名
【Ｒ４】小：１２３名 中：１９０名 計 ３１３名

【Ｒ５：１月末現在】
小：１６１名 中：２１９名 計 ３８０名

第一次不登校対策パッケージの課題
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２ センターグループ（定員２０名前後を想定して設置）

【Ｒ２】 小：４１名 中：２４名 計： ６５名
【Ｒ３】 小：５０名 中：３５名 計： ８５名
【Ｒ４】 小：４０名 中：３０名 計： ７０名
【Ｒ５：１月末現在】

小：６８名 中：５７名 計：１２５名

⇒新たな問題が発生！！
①学習（授業）時間 週当たり６～１０時間

（学校は週当たり２９時間）
②グループまたはライトポートで不登校状態に

・人間関係構築にとまどい
・大集団で過ごすことが苦手 等

第一次不登校対策パッケージの課題
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★不登校児童生徒・保護者のニーズが多様化
＜中学校＞
・進路実現に向けて勉強したい（高校進学が不安）

＜小・中共通＞
・自分の居場所（心の安定）がほしい
・外に出たいけど出られない
・勉強が遅れてしまって心配
・出席日数と評価が気になる
・友達、先生（指導員）と話したい
・小集団だったら活動できるのに
・友達関係を上手く続けるのが難しい

＜小学校＞
・放課後のサービス（こどもルーム等）が受けにくい
・通所距離が遠い、親が付き添っての送迎が難しい

Ｒ５ 教育センターに通所している保護者・児童生徒向けアンケートより
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学校外の相談・指導（相談機関・専門家）を受けていない児童生徒（千葉市独自調査）
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最後に・・・

①不登校児童生徒数が増え続けている
令和６年１月末現在 1,752人←令和４年度末1,637人

②グループ活動やライトポート利用者が急増

③千葉市として「誰一人取り残さない教育」を目指したい

｜｜
学校外の相談・指導を受けていない児童生徒の割合が高い
（Ｒ４年度 43.2％） → 児童生徒の居場所を増やしたい

④個のニーズに応じた学習支援・相談支援に難しさ
（多様なニーズへの対応が難しくなってきた）
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学校教育審議会の見通し

１ 諮問
本市の不登校対策について

・第一次不登校対策パッケージの現状と課題

・次期不登校対策パッケージを見据えて

２ 次期不登校対策パッケージの
策定に向けて（協議）

・新たな不登校児童生徒の居場所、学習支援など

３ 答申
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委員の皆様
何かご質問はありますか？

質問をお願い致します。


